心理物理学的手法による視覚的アウェアネスとクオリアの解析 by 行場  次朗
心理物理学的手法による視覚的アウェアネスとクオ
リアの解析








































ContraSt pOlaritie8 determine the direction of Caf造wall tilts.
主要研究成果9
Theframe of reference in anomalous motion illusions and ergonomics of
human血llacy
主要研究成果10
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物や事象の意識(Consciousness of things and events)に対応し､外的事象を観察
して予測する機能､すなわち外界を内的にシミュレートする機能を担い､出力の融通
性を保証して､反射的ではないリカーシブな実行を可能にするという｡一方､クオリア
























































成果8, 9, 10, ll)0
6.クオリアの一人称的特性を重視して特別視するあまり､適当な分析法がないと
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